一 生活の 古典 

明治 中葉の 「開化」 の 生活が 後ず さり をして、 今の あ 

り 様に 落ちつい たのに は、 訣が ある。 古典の 魅力が、 

私 どもの 思想 を 単純化し、 よ なげて 清新に すると 同様、 

私 どもの 生活 は、 功利の 目的の ついて 廻らぬ、 謂 は > 

むだと も 思 はれる 様式の、 由来 不明なる 「為来り」 に 

よって、 純粋に せられる 事が 多い。 其 多く は、 家庭 生 

活を 優雅に し、 しなやかな 力 を 与へ る。 門松 を樹 てた 

後の 心持ちの やすら ひを考 へて 見れば よい。 日の丸の 

国旗 を 軒に 出した 時と は、 心の底の 歓び —— 下 笑まし 



さとで も 言 ふか —— の 度が 違 ふ。 所謂 「異教」 の 国人 

の 私 どもに は、 何の 掛り合 ひもない くりす ますの 宵の 

燈に、 胸の 躍る を 感じる の は、 古風な 生活の 誘惑に 過 

ぎまい。 

くりす ますの 木 も、 さんた • くろうす も、 実は やはり 

昔の 耶蘇 教徒が 異教の 人々 の 「生活の 古典」 の^ S 

やか さ を見棄 てる 気になれないで、 とり 込んだ もので 

あつたの である。 家庭生活. 郷党 生活に 「しきたり」 

を 重んずる 心 は、 近代で は 著しく 美的に 傾いて ゐ る。 

大 隅の 海 村から 出た 会社員の 亭主と、 磐 城の 山奥から 

来た 女学生 あがりの 女房との 新 家庭に は、 どんな 春が 
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迎 へられて ゐる だら う。 東京 様 を 土台に して、 女 夫 双 

方の ほのかな 記憶 を 入り まじ へ た 正月の 祝儀が 行 はれ 

てゐ るに 違 ひない。 さう した 寂しい 初春に も、 やすら 

M と 下 ゑ まし さとが、 家の 気分 をず つと 古風に して ゐ 

る こと ゝ 思 ふ。 

生活の 古典なる しきたりが、 新しい 郷党 生活に そぐ は 

ない 場合が 多い。 度々 の 申し 合せで、 其 改良 を 企て ゝ 

も、 やはり 不便な 旧 様式の 方に 線り を 戻しが ちな の は、 

其 中から 「美」 を 感じよう とする 近世 風より は、 更に 

古く、 ある 「善」 —— 尠くとも 旧 文化の 勢力の 残った 

郷党 生活で は —— を 認めて ゐ るからで ある。 此 「善」 



かにして ゐた 証拠になる ので ある。 陰陽 神道. 両部神 

道 • 儒教的 神道 • 衛生 神道. 常識 神道な どに 安住して、 

自由に 古代 研究 をせ なかった 為で ある。 

古代 研究家の 思 ひ を 凝さねば ならぬ の は、 私 どもの 祖 

先から くり 返して 来た 由来 不明の しきたりが、 時には 

さう した 倫理 内容まで 持って来た 訣に ついて y ある。 

言 ふまで もない。 神に 奉仕す る もの、 頼りと、 あやま 

ち を 罪と 観ずる 心持ちで ある。 此が 信仰から 出て ゐる 

ものと 見ないで、 何と 言 はう。 

神道 家の 神道 論に もい ろく ある。 私の 思 ふ 所 をぶ つ 

きらぼう に 申せば、 文献の 上に 神道と 称せられて ゐる 



して 来た 傾きが ある。 出発点が 宗教で あり、 過程が 宗 

教 であり、 現に も 宗教 的 色彩の 失 はれき つて 居ぬ 所 を 

見れば、 神道 を 宗教の 基礎に 立つ 古代 生活の 統一 原理 

と 見、 其 信仰 様式が しきたり として、 後代に、 道徳- 

芸術、 或は 広 意義の 生活 を 規定した と 見て、 よいと 思 

ヽ o 

日本の 古代 生活 は、 此 まで あまりに 放漫な 研究 態度で 

とり 扱 はれて 来た。 江戸時代に、 あれまで 力強く 働い 

た 国学の 伝統 は、 明治に 入って 飛躍 力 を 失うた。 為に、 

外側からの 研究の み 盛んに 行 はれた。 古代人の 内部の 

生活力 を 身に 動悸うた せて、 再現に 努めよう とする 人 



言 ふ 信ずべき 仮説の 下に、 かけ 離れた 国々 の 人の 生 

活 • しきたり を 孕んだ 心持ちから、 暗示 を 受けようと 

考 へて ゐる。 

三月の 雛祭り • 端午の 節供 • 七夕 . 盂蘭盆 • 八朔 …… 

など を 中心に、 私 どもの やすら ひ を 感じる しきたりが 

毎年く リ返 へされる。 江戸の 学者が、 一 も 二 もな く 外 

来 風習と きめた もの、 中に も、 多く は、 固有の 種が ま 

じって ゐる。 私 は、 今 門松の 事 を 多く 言うた 縁から、 

元旦 大晦日に 亘 るし きたりの 最初の 俤を考 へて、 古代 

研究の 発足 地 をつ くる。 



二 ふる 年の 夢. 新年の 夢 

海の あなたの 寂 かな 国の 消息 を 常に 聞き 得た 祖先の 生 

活から、 私の 古代 研究の 話 は、 語り はじめる であらう。 

其 は、 暦の 語原た る 「日数み」 の 術 を 弁へ た 人に よつ 

て、 月日の 運り. 気 節の 替り 目が 考 へられ、 生産の す 

ベての 方針が 立てられた 昔から 説き 起す。 暦法が 行 は 

れて も、 やはり 前々 の 印象から、 新暦に 対立して、 叫 

g の 術が 行 はれて 居り、 昔、 日よ み を 以て 民に 臨ん 

だ 人の 末が、 国々 に 君と なり、 旧来の 伝承 は、 其 部下 

の 一 つの 職業 団体の 為 事と して、 受け継がれて ゐるゃ 



うにな つて ゐた。 

大 倭の 国家が 意識 せられた 頃に は、 もう 此 状態に 進ん 

でゐ た。 暦法 は、 最 遅く 移動して 来たと 思 はれる 

出 石 人 (南方 漢人) などの 用ゐ たもの が、 一等 進んで 

ゐた であらう。 道 • 釈の教 が、 記録の 指定す る 年代よ 

リも 遥か 以前に、 非公式に 将来 せられて ゐ たのと 同様、 

暦法 も 亦、 史の 書き留め を 超越して ゐる ものと 見て よ 
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い。 天日 矛 や、 つぬ がの あらしと など を 帰化 民団と 見 

n ヮタ 

ずに、 侵入者と 認めた 時代の、 古渡りの 流寓 民の 村々 

にくつ、 いて 渡って 来た ものと 思 はれる。 だから、 表 

向き 新暦 法の 将来 せられた 時 は、 ずっと 遅れる 訣 であ 



る。 唯 一般にな つたと 言 ふまで、 V あらう。 かう した 

村々 で、 色々 な 暦法 を 用ゐ、 又 次第に 相 融通す る やう 

になり かけた 時代に 跨って 話 を 進める。 従って 記録の 

上で は、 新暦の 時代に 入って ゐて も、 古代 研究の 立場 

から は 逆に また、 新旧 暦 雑多の 時代と 見ねば ならぬ こ 

とも 多い。 

概算す る 事 も 出来ない が、 祖先が、 日本人と しての 文 

明 を 持ち出した 事 は、 今の 懐疑 式の 高等 批評家の 空想 

して ゐる 所よりも、 ずっと 古代に あると 考 へねば なら 

ない 多くの 事実 を 見て ゐる。 此 古代 研究の 話 も、 落ち 

つく 所 は、 その 荒 見当 を 立てる 位の 事になる であらう _ 



の 世に も、 同様の 生活様式 を 見出す 事 も あり、 更に さ 

がって 奈 良の 時代に も、 古代 生活の 俤を 見る 事が あら 

う。 私の 言 ひ 慣れた 言 ひ 方から すれば、 即、 万 葉び と 

以前 及び 万 葉 人の 生活に 通じて、 古い 種 を択り 分けな 

がらお 話す る 次第で ある。 

陰暦. 陽暦. 一と 月 遅らしと、 略 三 通りの 暦法 を ま 

ち/ \ に 用 ゐてゐ る 町々 村々 が、 境 を 接して 居る と 言 

ふ 現状 も、 実は 由来 久しい 事な ので ある。 暦法 を 異に 

した 古代の 村々 が、 段々 帰一して 来る 間に、 其々 の 暦 

に 絡んだ 風習が、 互に こん がら かって 来て、 極めて 複 

雑な 民間 年中行事 を つ くる 様になった。 



譬 へば、 大晦日と 元日、 十四日 年越しと 小正月 (上 元)、 

節分と 立春との 関係 を 見る と、 元々 違った 其々 の 日の 

意味が、 互に 接近して 考 へられて 来たの は 事実で ある。 

私 は 暦の 上に、 元日と 立春との 区別の 茫漠 として ゐた 

昔語り を 試みる。 

三 夜牀 の穢れ 

地震 以後 「お 宝々々」 「厄 払 ひませ う」 も 聞く 事 稀に、 

春 も 節分 も 寂しく ばかりな つて 行く。 「生活の 古典」 

が 重んぜられて ゐた 東京の 町が かう では、 今の 中に 意 



だから、 此船は 悪夢 を 積んで 去る ものと 考 へたと ころ 

から 出た 事が 解る。 今 見る 事の 出来る限りの 宝船の 古 

図 は、 其が 昔 物 ほど 簡単で、 七福神な ど は 載せて は 居 

ない。 併し あまり 形の 素朴な もの も 却て、 擬古の まや 

かし 物と 言 ふ 疑 ひが あるから 信じられな いが、 石橋 臥 

波 氏の 研究に よると、 荒つ ぼい 船の 中に 稲 を 数 本書き 

添へ たもの が、 一等 古い ものと 考 へられて 居る。 画の 

脇に 「か y みの ふね」 と 万 葉書き がして ある。 

次 は 米俵ば かり を 積んだ 小舟の 画と 言 ふ 順序で ある。 

こ、 まで は 疑 はしい。 が、 其 後の 物になる と 帆 じる し 

に 「獲」 の 字が あり、 船の 外に tx のしる しが 書いて あ 



る。 更に 此が 意匠 化して、 向 ひ 鍵の 紋 になり、 獲の 字 

も 縁起の よい 字 か、 紋所と 変って 居る。 其から は 段々 

七宝の 類 を 積み込み、 新しい ところで、 七福神 を 書き 

こんで ゐる。 IX のしる し は、 疑 ひもな く 呪符 X の 転化 

した もので ぁリ、 此 画まで 来る 間に 年月の たって 居る 

事 を 見せて 居る。 獏は、 凶夢 を 喰 はせ る 為で あるから 

チガ ハ ラ 

「夢 違へ」 又は 「夢 払へ」 の 符と考 へられて 居た に 違 ひ 

ない。 一 代 男 を 見ても、 「夢 違 ひ 獲の 符」 と 宝船と が 別 

物と して 書かれて 居る。 畢竟 除夜 又は 節分の 夜、 去年 

中の 悪夢の 大掃除 をして 流す 船で、 室町の 頃に は、 節 

分 御船な ど 言 はれた ものが、 いっか 宝船に 変った ので 



あった。 船に すっかり 乗せて 了うた 後、 心安ら かに 元 

旦 又は 立春の 朝の 夢を見た ものであった。 

かう 言 ふ 風に、 殆ど 一 紙の 隔て もない 処 から、 初夢 を 

守る 為の 物と 言 ふ 考へも 出て 来た。 逐 ひやら ふべき 船 

が、 かう して 宝の 入り 舟と して 迎 へられる 事に なった 

訣だ。 が、 宝船 元 を 洗へば 獲の 符 なのであった。 更に 

原形に 溯って 見る と、 単に 夢 を祓ふ 為で はなかったら 

う。 神聖なる 霊の 居処と 見られた 臥し 処に 堆積した 有 

形 無形 数々 の畏 るべき 物 • 忌むべき 物 • 穢 はしい 物 を、 

物に 托して 捐 て、、 心すが しい 霊のお ちつき 場所 をつ 

くる 為で ある。 (臥し 処 • 居 処を其 人の 人格の 一部と 



見たり、 其 を 神聖 視 する 信仰 は、 古代 は 勿論 近世まで 

もあった。) 

此 風習の 起り の 一部分 は、 確かに 上流に ある。 上から 

下に 船の 画 を 与へ る 様子 は、 大祓 その 儘で ある。 穢れ 

た 部分 全体 を 托する ものと して 「形代」 と 言 ふ 物が 用 

ゐられ た。 此で 群臣の 身 を 撫でさせ たの を、 とり 集め 

て 水に 流した のが、 大祓の 式の 一等 衰 へた 時代の 姿で 

あった。 此 船の 画 は、 とりも 直さず 大祓 式の 分岐した 

ものなる 事 は、 其 行 ふ 日から しても 知れる。 其 上、 尚、 

大殿 祭に 似た 意味 も 含まれて ゐる。 其 家屋に 住み、 

出入りす る 者に 負せ た 一 種の 課役の やうな ものである。 



其 等の 無事息災よりも、 まづ其 人々 の 宗教 的 罪悪 (主 

として 触穢) の 為に、 主人の 身上 家屋に 禍 ひの 及ばな 
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い 様に する のであった。 此 風が 陰陽師 等の 手に も 移つ 

たものと 見えて、 形代に 種類が 出来て、 禊の 為の 物の 

外、 かう した 意味の 物が 庶民に も頒 たれる 様になり、 

遂に は 呪符の 様な 観念が 結ばれて 来たらし い。 神社な 

どの 中に も 「夢 違 ひ」 の 呪符の 意味で、 除夜. 節分の 

参詣 者に 与へ る 向きが 出来た ので ある。 併し かう した 

風習の 民間に 流布した の は、 陰陽師の 配下の 唱門師 等 

の 口過ぎに 利用した 結果が 多い ので ある。 

けれども、 此が 庶民の 間にと り容 れられ たに は 訣がぁ 



る。 前々 からあった 似た 種に、 新来の 様式が すつ ぼリ 

と あてはま つたから なの だ。 宝船に 書き 添へ た 意味 不 

ネブ 

明の 廻文 歌 「ながき 夜のと おの 眠りの 皆目 覚め …… 」 

は 一 種の 呪文で ある。 不徹底な 処に 象徴的な 効果が あ 

とけ 

るの だが、 釈る 部分の 上の句 は、 人間 妄執の 長夜の 眠 

リを言 ふ 様で は あるが、 実は 熟睡 を戒 しめた 歌ら しい。 

海岸 • 野 山の 散 居に、 深 寝入り を 忌んだ 昔の 生活が、 

今 も 島人. 山 民な どの 間に 残って 居る。 夜の 挨拶に は 

「お 安み」 の 代りに 「お寝 敏く」 の 類の 語 を 言 ひ 交す 

地方が、 可な リ ある。 此考 へが 合理的に なると、 百姓 

の 夜なべ 為 事に 居眠り を戒 しめる ものと して 「ねむり 



州 仙 台 附近に は 「蚤の 船」 と 言 ふ 草が ある。 節分の 夜 

(？) に、 其 葉 を 寝牀の 下に 敷いて 寝れば、 蚤 は 其 葉に 

乗って 去る と 伝へ てゐる よしを 谷川 磐 雄 氏から 聞いた。 

さて、 其 牀虫は 「蚤の 船」 に 便乗して、 どこへ 流れて 

行く のか。 縁 も ゆかり もな さ 相な 琉球 本島で は、 初夏 

になる と、 蚤 は 麦稈の 船に 乗って、 麦稈の 竿 を さして、 

にらい かないから やって来 ると 言 ひ 「にらい かないへ 

去って 了へ」 と言うて 蚤 を 払 ふ。 にらい かないの 説明 

が 私 どもの 祖先の 考 へて 居た とこよの 国と 近よ つて 来 

るので ある。 

にらい かないと 言 ふの は、 海の 彼方の 理想の 国土で、 



神の 国と 考 へられて ゐる処 である。 儀 来 河内、 じらい 

かないな ど、 色々 に 発音す る。 神 はこ、 から 時に 海 を 

渡って、 人間の 村に 来る ものと 信じて 居る。 人に して、 

死んで にらい かないに 行って、 神と なった もの、 例と 

サ キジ マ 

して 遺老説 伝に は 記して ゐる。 南方、 先 島 列島に 行く 

と、 此 浄土の 名 を まやの 国と いふ。 先 島 列島の 中、 殊 

に 南の 島々 の 寄 百姓から 出来た 八重 山の 石垣 島 は、 此 

場合 挙げる の に 便宜が 多 い 。 

メイラ 

宫 良と いふ 村の 海 岩 洞窟から 通 ふ 地底の 世界に いる 

(又、 にいる 底) と 言 ふの が あるの は、 にらい と 同じ 

である。 此 洞から にいる びと (にらい 人) 又は あか ま 



た • くろまた と 言 ふ 二 体の 鬼の 様な 巨人が 出て、 酉年 

毎に 成年式 を 行 はせ る ことにな つて ゐる。 青年た ち は 

神と 言 ふ 信念から、 其 命ずる 儘に 苦行 をす る。 而も 村 

人の 群集す る 前に 現れて、 自身 踊って 見せる。 暴風な 

どもに いるから 吹く と 言って ゐる。 さう 言へば、 本島 

でも 風 ffl ぎ を 祈って 「にらい かない へ 去れ」 と 言 ふこ 

と を 伊波 普猷 氏が 話された。 にらい かない は 本島で は 

浄土 化されて ゐ るが、 先 島で は 神の 国ながら、 畏怖の 

念 を 多く 交へ てゐ る。 全体 を 通じて、 幸福 を 持ち 来す 

神の 国で も あるが、 禍 ひの 本 地と も考 へて 居る ので あ 

る。 唯 先 島で 更に 里 想 化して 居る の は、 にいる を 信じ 



る 村と、 以前 は 違った 島々 に 違うた 事情で 住んで ゐた 

村々 の 間で 言 ふ、 まやの 国で ある。 春の 初めに まやの 

袍 . とも まやの 神の 二 神、 楽土から 船で 渡って 来て、 

蒲 葵 笠に 顔 を 隠し、 簑を 着、 杖 をつ いて、 家々 を 訪れ 

て、 今年の 農作 関係の 事、 其 他家 人の 心 を ひき 立てる 

様な 詞を陳 ベて 廻る。 つまり、 祝言 を唱 へる ので ある。 

にいる びと もや はり 成年式の ない 年に も 来て、 まやの 

神と 同様に、 家々 に 祝言 を 与へ て 歩く こと をす る。 

五 祖先の 来る 夜 



はリ 他界の 国土の 名 かと 考 へられる。 私 は ある 夜此行 

列に ついて 歩いて、 人い きれに 蒸されながら 考 へた。 

ゥケラ 

有名な 「千 葉 笑 ひ」、 京都 五条 天神の 「朮 参り」 の 悪 

口、 河内 野 崎 参りの 水陸の 口論、 各地に あった あくた 

M 祭り は、 皆 かう した 所に 本筋の 源が あるので はな か 

らう か。 さう 思って ゐる 中に、 大人 前がず つと 進んで 

出て、 郡是 として、 其 年から 励行す る 事に なった 節約 

主義 を、 哄笑 を 誘 ふ 様な 巧みな 口ぶりで あてこすった。 

村の 共通な 祖先が 出て 来て、 子孫の 中の 正統なる 村 君 

の やり 口 を 難ず るのに 対して、 村 君 も 手の つけ 様が な 

かった 理由が 知れる。 其が 尚 他の 要素 を 含んで、 あく 



たいの 懸け 合 ひが 生れて 来たので あらう。 

此三 通りの 人と 神との 推移の 程度 を 示す 儀式が、 石垣 

一島に 備 つて ゐ るので ある。 此神も 人 も 皆、 村の 青年 

の択 ばれた 者が、 厳重な 秘密の 下に、 扮 装して 出る の 

である。 先 島の 祖先 神 は、 琉球 本島から 見れば 極めて 

人間ら しい あ リ様を 保って 居る。 にいる 人と 言 ふ 名 は、 

神の 中に 人間の 要素 を 多く 認めて ゐ るから なので ある。 

而も、 島人の 中には、 にいる を 以て 奈落の 首将と 考へ 

て 居る 人 も ある 程に、 畏怖 せられる 神で ある。 其 は、 

地下の 死後の 世界の 者で、 二 体と 考 へて ゐ るの は、 大 

人前. 祖母の 対立と 同じ 意味で あらう。 さすれば、 死 



の 国土に 渡って 後、 さう した 姿に なった と考 へた か、 

元々 さう した 者の 子孫と して 居た のか 識ら ぬが、 同根 

の 語のに らいかな いの 説明に は 役立 つ。 

にらい に対するかない は 対句と して 出来た 語で、 ま 

M が 知れ、 ば、 大体 は釈 ける。 にらい かない は 元、 村 

の 人々 の 死後に 霊の 生きて ゐる 海の あなたの 島で ある。 

そこへ は、 海岸の 地の 底から 通 ふ 事が 出来る と考 へる 

事 も ある。 「死の 島」 に は、 恐し いけれ ど、 自分た ちの 

村の 生活に 好意 を 期待す る ことの 出来る 人々 が 居る。 

かう した 考 へが 醇化して 来る に 連れて、 さう した 島 か 

ら 年の 中に 時 を 定めて、 村 や 家の 祝福と 教訓との 為に 



らう。 

六 根の 国 • 底の 国 

ハラへ ミツギ 

祓 禊の 基礎と なる 観念 は、 やはり 唯 海原に 放つ だけ 

ではなく、 此 土の 穢れを 受けと る 海の あなたの 国を考 

へて 居た ものと 思 はれる。 船に 乗せて 流す 様式が、 祓 

の 系統に あると 言 ふ 事 は、 其 行き着く 土を考 へに 持つ 

て 居る ので ある。 「かく かゝ 呑みてば、 気 吹 戸に いま 

すいぶ きどぬ しと 言 ふ 神、 根の 国. 底の 国に いぶき 放 

ちて む。 かくいぶ き 放ちてば、 根の 国. 底の 国に いま 



即、 北海の 浜に 磯 (大巌 石の 意) あり。 名 は^^ 

きの 磯と 言 ふ。 高さ 一 丈 許。 上に 松の木 を 生ず。 

磯まで は、 邑人 朝夕に 往来す る 如く、 又木の 枝 も 

人の 攀引 する 如く なれ ども、 磯より 西の方に、 窟 

戸 あり、 高さ 広さ 各 六尺 許。 窟 内に 穴 あり。 人 入 

る こと を 得ず。 深浅 を 知らず。 夢に 此 磯の 窟の辺 

に 至る 者 は、 必死す。 故に 俗人 古より 今に 至る 迄 

ナゾ 3 ミ 3 ミ 

号け て 黄泉 の 阪 黄泉 の 穴と 言 へ リ。 

夢に でも 行けば 死ぬ と 言 ふので、 正気で は、 巌の 西に 

廻らない ので ある。 (伯 耆の夜 見 島 大根 島な ど を 夜 見 

ヂ カタ 

の 国. 根の 国に 聯想した 先人の 考へ も、 地方から 近き 



に 過ぎる 様に 思 はれる が、 島 を 死の 国と 見た 処は、 姑 

らく 棄て 難い。 海上 遥かな 死の 島への 道が、 海底 を 抜 

けて 向う へ 通じて 居る と 言ふ考 へが 一転す ると、 海底 

にある 国と 言 ふ 様に 変る。 出 雲 風土記の も、 或は さう 

した 時代の 考へ 方に 属して ゐ るの かも 知れない。 大祓 

詞の方 も、 底の 国と いふ 語に 重き をお いて 考 へれば、 

海中 深く 吹き込む と 説け る。 併し 又、 遠隔した 死の 島 

へ 向けて 吹きつける とも とられる 様で、 どうで も 解釈 

ャ マト 

は 出来る。 何に しても、 出 雲び とも、 大 倭び とも、 海 

カク リヨ 

と 幽冥界と を 聯絡 させて 考 へて 居た と 思うても よ い 様 

である)。 



唱 へた 様で ある。 本島で は、 天の 事 を あまみ やと 言つ 

た 様に 見える が、 此も 神の 名 あまみき よ . しね リ きょ 

から 想像 出来る あまみ . しねり も 楽土の 名から 出た も 

のらし い。 を ぼっか ぐらなる 天上の 神の 国が 琉 球の 信 

仰の 上に 現れた の は、 当時の 人の 考へ 得た 限りでの、 

全能な 神 を 欲する 様になつ てからの 事で あらう。 私 ど 

カク リヨ 

もの 今の 宗教 的 印象 を 分解して 見ても、 幽冥界に 属し 

て ゐる者 は、 一 つに 扱うて 居る 場合が 多い。 単に 神の 

住みかと 言 ふだけ ではない。 悪魔の 世界なる 内容 も 持 

つて 居る。 神 • 悪魔 • 死霊な ど、 其 性質に 共通した 点 

が尠 くない。 其 著しい 点 は、 皆 夜の 世界に 属する 事で 



ければ なら なくなった。 

くどい までに、 琉 球の 例 をと つて 来たの は、 此話 をす 

ら りと 通す 為で ある。 生物. 無生物が、 些 しの 好意 も 

なしに、 人 居 を 廻って 居る 事 を、 絶えず 意識に 持った 

祖先の 生活 を考 へて 見れば よい。 古 風土記に は、 いづ 

れ もさう 言 ふ活き 物と しての 自然と 闘うた 暮し 方の、 

後々 まで 続いて ゐた事 を 示す 幾多の 話 を 書きと めて ゐ 

る。 記録に 載って、 私 どもに 最 遠い 「古代」 を 示す 祖 

先た ち は、 海岸から 遠ざかる 事 を 避けた 村人であった 

と 思 はれる。 山地に 村 を 構へ た 人々 の 上 は、 今 語る 古 

ト シダ テ 

代に は、 まだ 現れなかった ので ある。 記録の 年 立に 随 



へて ま はった 風 は、 後世まで 残って ゐた。 平安朝の 大 

殿 祭は此 である。 

ナカ トミ ィムべ 

夜の 明け方に、 中臣 • 斎部の 官人ー 一人、 人数 引き連れ 
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て 陰 明 門に お とづれ、 御巫 (宮廷の 巫女) ども を随へ 

て、 殿 内 を 廻る のであった。 かう した 風が、 一般 民間 

にも 常に 行 はれて ゐ たので あるが、 事が あまり 刺戟の 

ない 程き まりき つた 行事に なって ゐ たのと、 原意の 迪 

リ 難くな つた 為に、 伝 はる 事尠 く、 伝 へても 其 遺風と 

は 知り かねる 様になって 了うて ゐ たので ある。 此 より 

しきた ァゾマ ウタ 

も 古い 民間の 為来りで は、 万 葉の 東歌 と、 常 陸 風土記 

から 察せられる 東国 虱で ある。 新 嘗の夜 は、 農作 を 守 



つた 神 を 家々 に迎 へる 為、 家人 はすつ かり 出払うて、 

唯一 人 その 家々 の 処女 か、 主婦 か >留 つて、 神のお 世 

話 をした 様で ある。 此神 は、 古く は 田 畠の 神で はなく、 

春の はじめに 村 を 訪れて、 一年間の 予祝 をして 行った 

神だった らしい。 

此 まれび となる 神た ち は、 私 どもの 祖先の、 海岸 を逐 

うて 移った 時代から 持ち越して、 後に は 天上から 来臨 

すると 考へ、 更に 地上の ある 地域から も 来る 事と 思 ふ 

様に 変って 来た。 古い 形で は、 海の あなたの 国から 初 

春 毎に 渡り 来て、 村の 家々 に 一 年中の 心 躍る 様な 予言 

を 与へ て 去った。 此 まれび との 属性が 次第に 向上して 



は、 天上の 至上 神 を 生み出す 事に なり、 従って まれび， 

d の 国 を、 高天原に 考 へる 様になつ たの だと 思 ふ。 而 

も 一 方 まれび との 内容が 分岐して、 海から し、 高天原 

からする 者で なくても、 地上に 属する 神た ち を も 含め 

る 様になって、 来り 臨む まれび との 数 は 殖え、 度数 は 

頻繁に なった 様で ある。 私の 話 はまれび とと 「常世の 

国」 との 関係 を 説かねば なら なくなった。 

九 常世の国 

常世の国 は、 記録の 上の 普通の 用語 例 は、 光明 的な 富 



みと 齢との 国であった。 奈良朝 以前から 既に 信仰 内容 

を 失うて、 段々 実在の 国の 事と して、 我国の 内に、 此 

を 推定して 誇る 風が 出来て 来た 様で ある。 常 陸 風土記 

に、 自ら 其 国 を 常世の国 だとした の は、 其 一例で ある _ 

人 麻呂の 作と 推測され る 「藤 原ノ宮 の役ノ 民の 歌」 を 見 

て も 「我が国 は 常世に ならむ」 と言うて ゐ るの は、 藤 

原の 都の 頃 既に、 常世 を 現実の 国と 考 へて ゐ たからで 

ある。 此 等から 見る と、 海外に 常世の国 を 求める 考へ 

方 は 古代の 思想から 当然 来る 自然な ものである。 出 石 
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びとの 祖先の 一 人た るた ぢ まもりが 「時 じくの 香の 

木 実」 を 採りに 行った と 伝へ る 常世の国 は、 大体 南方 



支那に 故 土 を 持った 人々 の 記憶の 復活した ものと 見る 

事が 出来る。 此 史実と 思 はれて ゐる 事柄に も、 若干 民 

譚の句 ひが ある。 垂仁 天皇の 命で 出向いた 処、 還って 

見れば、 待ち 歓 ばれる はずの 天子 崩御の 後で あつたと 

言 ふ。 理に 於て 不都合な 点 は 見えぬ が、 常世の国なる 

他界と、 我々 の 住む 国との 間に、 時間の 基準が 違うて 

ゐ ると 言 ふ民譚 の、 世界的 類型 を 含んで ゐる事 を 示し 

てゐ る。 浦 島 子の 行った の も、 やはり 常世の国 であつ 

た。 此 物語で は 「家 ゆ 出で ゝ 三年の ほどに、 垣 も 無く 

家 失せめ や も (万 葉巻 九)」 と 自失した までに、 彼 土と 

此 国との 時間の 物 さしが 違うて ゐた。 浦 島の 話 は、 更 



観念が 彼此 両 土に 相違の ない 事で ある。 此 海中の 地 は、 

わたつみの 国と 謂 はれて ゐる。 此 神話に も、 富みと 恋 

との 常世の 要素が 十分に は ひって 来て ゐる。 富みの 豊 

かな 側で は、 古代人の 憧れが ほのめいて ゐる。 海驢の 

皮 畳 を 重ね 敷いた 宮殿に 居て、 歓楽の 限り を 味 ひなが 
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ら、 大き 吐息 一 つした と 言 ふの は、 万 葉 歌人に 言 はせ 

れば、 浦 島 同様 「鈍 や。 此君」 と 羨み 嗤ひ をす るで あ 

らう。 ほ をり の 命の 還りし なに、 わたつみの 神の 釣リ 

パ リ をし ハ リ オボ チ ス、 チ 

鈎 を 手渡す とて 訓 へた 呪 言 は 「此鈎 や、 呆鈎. 噪鈎 • 

マヂチ ウル チ 

貧 鈎. 迂鈎」 と 言 ふので あった。 此鈎を 受けと つた 者 

は、 これ/ \ の 不幸 を 釣 上げろ と 呪 ふので ある。 其 上 



き 富み 入り 来れり」 と 呼んで、 家々 に此 常世 神 を 取つ 

て 清 座に 置き、 歌 ひ 舞うた と 言 ふ。 巫觋の 託言に 「常 
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世 神 を 祭らば、 貧 人 は 富み を 致し、 老人 は少 きに 還ら 

む」 とあった。 かう した 邪 信と 見るべき もの だが、 根 

本の 考へ は、 やはり 変って 居ない。 常世 並びに 常世 か 

ら 来る 神の 内容 を 明らかに 見せて ゐる。 



一 〇 とこよの 意義 

とこよと 言 ふ 語 は、 どう 言 ふ 用語 例と 歴史と を 持 つ て 

ゐ るか。 ^JTT は 絶対 . 恒常 或は 不変の 意で ある。 「よ」 



の 意義 は、 幾度 かの 変化 を 経て、 悉く 其 過程 を 含んで 

来た 為に 「とこよ」 の 内容が、 随 つて 極めて 複雑な も 

のとな つたので ある。 「よ」 と 言 ふ 語の 古い 意義 は、 来 

或は 穀物 を 斥した ものである。 後に は、 来の 稔り を 表 

す 様になった。 「とし」 と 言 ふ 語が、 来 穀物の 義 から 出 

て、 ほ を 表す ことにな つたと 見る 方が 正しい と 同じく 
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此と 同義語の 「よ」 が、 齢 • 世な ど 言 ふ義を 分化した 

ものと 見られる。 更に 万 葉 以後 或は 「性欲」 「性 関係」 

と 言 ふ義を 持った ものが ある。 此は別 系統の 語 かも 知 

れ ぬが、 常世の 恋愛. 性欲 方面の 浄土なる 考 へに 脈絡 

が ある 康 だから あげてお く。 



とこよ を 齢の 長い 義に用 ゐた例 は 沢山に ある。 「とこ 

よ」 と 言 ふ 語 は、 古く は 長寿 者 を 直に 言 ふ 事に なって 
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ゐる。 だが、 長寿の 国の 義 から 出た と 説く の は 逆で あ 

る。 「とこよ」 の義に は、 まだ 前の 形が あるので ある。 

「常世の国に 住みけ らし」 と 万 葉 人が 老いの 見えぬ 女 

の 美し さを讃 へたの は、 長寿の 国の 考 への 外に 「恋愛 

の 国に 居た から」 と 言 ふ 考へ方 も 含まれて ゐる 様で あ 

る。 

とこよの 第 一 義は、 遥かに 後まで も 忘れられずに ゐ た。 

奈良 盛時の 大伴 坂上郎 女が、 別れ を 惜しむ 娘 を 諭して 

「常 夜に も わが 行かな くに」 と言うた の は、 海の あなた 



を 意味した ものと も 取れる が、 多少 さう した 匂 ひ を も 

兼ねて、 其 原義 を はっきり 見せた ので ある。 宣長 も、 
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冥土. 黄泉な どの 意に とって、 常闇の 国の 義 として ゐ 

る。 常闇 は 時間に ついて 言 ふ 絶対 観で なく、 物処 につ 

いて 言 ふ もので、 絶対の 暗黒と 言 ふ 事で ある。 此 意味 

に 古くから 口 馴れた 成語と 思 はれる ものに 「常 夜行く」 

と 言 ふの が ある。 かう した 「ゆく」 は 継続の 用語 例に 

入る もので、 絶対の 闇の 日夜が 続く 義 である。 

皇后 (神 功) 南の 方、 紀 伊の 国に 詣 りまして、 太 

子に 日 高に 会 ふ。 …… 更に 小竹ノ 宫に遷 る。 是時 

ァタ 

に 適 りて、 昼 暗き こと 夜の 如し。 已に 多くの 日 を 



の 伊勢の 国 は、 常世の 浪 の重浪 帰す る 国な り。 

カタ クニ ゥマシ クニ 

傍 国の 美 国な り。 是 国に 居らむ と 思 ふ。 (日本 

紀) 

子ら に 恋 ひ、 朝 戸 を 開き 我が 居れば、 常世の 浜の 

浪の音 聞 ゆ (丹 後 風土記 逸文) 

此等 は、 如何にも 極楽 東門に 向 ふと 言 ふ 様な 感じで あ 

るが、 更に 語の 陰に ある 古い 印象 を 窺 ふと、 神の 徂徠 

の 船路 を 思 はせ る ものが ある。 すくな ひこな の 神は此 

浪に 揺られて、 蘿 摩の 実の 皮の 船に 乗って、 常世の国 

ヒキ ウド 

から 流れ 寄った 小人の 神であった。 さう して 去る 時 も 

ガラ 

粟島の 粟稈に 上って 稈に 弾かれて 常世に 渡った と 言 ふ。 



最古い ものと 言 はれる 宝船の 画に 「か y みの ふね」 と 

書いて あるの は、 此船 がすくな ひこな の 命の 乗り物な 

る こと を 示した もので、 学者の 入れ 智 恵の 疑 はれる 点 

である。 唯す くな ひこな の 古 ごと を 忘れて 後 も、 蘿摩 

の 皮に 嫌 ふべき もの を 載せて 海に 棄 てた 風習が あった 

ものと すれば、 蚤の 船の 類の ものと して 其 古さが 加 は 

る訣 なので ある。 

とこよの 国と 根の 国と が、 一 つと 見え、 又 二つと も 思 

はれる 様になつ たの は、 とこよが 理想化 せられて、 M 

の 島と 言 ふ 側 は、 根の 国で 表される 事に なって 了った 

後の 事で ある。 而も、 とこよ は 海上の 島、 或は 国の 名 



となり、 根の 国 は 海底の 国と きまった ので ある。 

まれび との 来る 島と して、 老いず 死なぬ 霊の 国と して 

とこよ は 常 夜で はなくな つて 来た。 恰もよ し、 同音 

異義の 「よ」 に 富み (穀物) 又は 齢の 意義が あった。 

聯想が 次第に 此方に 移って、 事実と 語と 相俟って、 遂 

に 動かされぬ 富みと 齢の 浄土と なった 事であった。 
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